
★３９例目
【農場の概要】
・農場所在地 千葉県匝瑳市
・飼養状況 あひる 約３，５００羽
【経 緯】
・１月２３日、千葉県が３７例目（千葉県横芝光町）
の発生を受けて実施した発生状況確認検査で、
ウイルス分離検査陽性だったため、簡易検査を実
施したところ陽性。
・１月２４日、遺伝子検査の結果Ｈ５亜型であり、ＨＰ
ＡＩ疑似患畜と確認。
・疫学的関連が確認された千葉県匝瑳市の１農場
（あひる 約１，９００羽飼養）についても、防疫指
針に基づき、疑似患畜と確認。

千葉県匝瑳市
（３９例目）

今シーズンのウイルスは、感染してから死亡するまでの期間が⻑い傾向があるため、鶏の症状に注

意を払う必要があります。

発生農場の疫学調査報告によると、はじめは寒冷や他の疾病による通常の死亡と思っていたら、急

に死亡が増えたり、鶏舎内の一部に死亡が集中し始めた・・・といったケースも見られます。

いつもと違うと思ったら、家畜保健衛生所に連絡してください。

特に次の症状に要注意！

➢ 突然死や元気消失、死亡羽数の増加

➢ とさかの変色、チアノーゼ（青黒っぽくなる）

➢ 鶏の顔が腫れる

➢ 産卵率の低下

さらに詳しくは農林水産省HP・・・
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